
令和 4 年度柏原市介護予防・日常生活支援総合事業における短期集中介護

予防サービス(通所型サービス C)業務(その 2)仕様書 

 

１ 業 務 名  令和 4年度柏原市介護予防・日常生活支援総合事業における短期集中介護 

予防サービス(通所型サービス C)業務(その 2)（以下「通所型サービスＣ 

業務」という。） 

 

２ 業務目的  高齢者が住み慣れた地域で自立した日常生活が継続できるよう、要介護状

態等となることの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化を防止するこ

とを目的とする。 

 

３ 業務内容  生活機能の向上を図る観点から、専門職の指導のもと、生活動作の改善や

筋力トレーニング、ストレッチなどを組み合わせた運動プログラムを提供す

るサービスとする。 

 

４ 契約期間  契約締結日の翌日から令和 5年 3月 31日まで 

 

５ 対 象 者  柏原市の介護保険被保険者のうち、次のいずれかの者とする。 

（１）居宅要支援被保険者 

        （２）基本チェックリスト該当者 

        なお、対象者の選定は、本市及び柏原市地域包括支援センターが行うもの

とする。 

 

６ 実施場所  受託者が準備する場所（最低でも 3㎡×利用定員を確保）または本市健康

福祉センター2階機能訓練室 

        ※賃借料は別途支払わない。（委託料の中に含める） 

        ※業務は独立して実施するものとする。なお、同一敷地、建物で実施され

ている他の事業（通所型サービスＣ業務以外の事業）の提供時間帯に同

一の場所を使用して通所型サービスＣ業務の提供を行うことも可能だ

が、通所型サービスＣ業務と他の事業でプログラム等を明確に区分する

とともに、通所型サービスＣ業務、他の事業相互に支障のないようにす

る。また、他の事業の提供時間帯に同一の場所を使用して通所型サービ

スＣ業務を提供する際も、面積要件については、通所型サービスＣ業務

の利用定員のみで３㎡×利用定員以上の面積要件を満たさなければな

らない。 

 

 

 



７ プログラムの内容 

（１）利用者の事前アセスメント、個別サービス計画策定及び評価は大阪府理学療法士会 

又は大阪府作業療法士会から柏原市へ推薦のあった療法士が実施するものとする。 

 （２）利用者 1人につき、週 1回の運動プログラムを 3か月～最大 6か月間実施する。 

     運動プログラムには、利用者の状態把握や体力測定、プログラム作成、終了後の

振り返り等を含む。 

（３）各回の運動プログラムは、週 1回(固定曜日)2時間程度実施するものとする。 

（祝日の場合を除くが、曜日振替にて実施可能である場合は振替も可能） 

     各回の運動プログラムには、メディカルチェック、運動前ストレッチ、休憩、ク

ールダウン等を含む。 

 （４）運動プログラムの内容及び諸記録の様式は、大阪府『介護サービス事業所向け「短

期集中予防サービス（通所型）」ガイドブック』を参考に作成するものとする。 

    http://www.pref.osaka.lg.jp/kaigoshien/keigoyobou/gaidobukku.html 

 （５）送迎は、受託者において実施するものとする。 

     ただし、受託者の行う送迎時間は各回の運動プログラムの時間に含めない。 

     なお、送迎業務を再委託により行うことも可能とする。 

 （６）食事、入浴は提供しない。 

（７）業務終了後も自宅や地域の通いの場等で運動が継続できるように、セルフケアマネ

ジメントについて提案するものとする。 

 

８ 配置人員 

 （１）運動プログラムの実施については、次の各号のいずれかに該当する者が行う。 

ア 保健師 

イ 看護師または准看護師 

ウ 柔道整復師 

エ あん摩マッサージ指圧師 

オ 健康運動指導士として公益財団法人健康・体力づくり事業財団から登録を受けた 

  者 

カ 健康運動実践指導者として公益財団法人健康・体力づくり事業財団から登録を 

受けた者 

   キ 高齢者を対象とした介護予防に資する教室の実施経験がある者 

（２）通所型サービスＣ業務の提供時間を通じて専ら当該業務の提供に当たる上記有資格

者の数を 2人以上配置しなければならない。 

（３）利用者が 11人以上の場合、3人の上記有資格者の配置をすること。 

 

９ 運営に関する事項 

 （１）事故発生を未然に防止するための安全対策を講じるとともに、万が一事故が発生し

たときは速やかに適切な対応を行い、家族、地域包括支援センター及び市へ連絡、報

告する。 

（２）利用者がサービスの利用を開始する際は、受託者が利用者の健康状態や医学的観点



からのリスク、留意事項等を収集、把握するとともに、毎回サービス開始前には体調

の聞き取りやバイタルチェックからプログラムの実施可否を判断し、運動中も利用者

に体調の異変がみられた場合は直ちにサービスを中止する等適切に対処する。 

（３）利用者の生活の保持及び健康状態の管理のための対策を講じる。 

（４）利用者の使用する施設及び備品等の衛生的な管理に努めるとともに、感染症発生時

にすみやかに事業を休止し、適切な対処及び家族、地域包括支援センター、居宅介護

支援事業所及び市へ連絡、報告する。 

（５）個人情報の取り扱いについては、別記を参照のうえ十分注意し、従事者又は従事者

であった者が正当な理由なく利用者の秘密を漏らさないよう必要な措置を講じる。ま

た、通所型サービスＣ業務を提供するに当たり個人情報の利用及び外部への提供が必

要な場合は、利用者又は代理人から書面で了承を得るなど、利用者等から疑念を抱か

れることのないよう適切に対処する。 

（６）通所型サービスＣ業務に関する諸記録を整備し、業務委託終了後５年間は保存する。 

（７）業務委託の履行に関し、受託者の責に帰する故意又は重大な過失により委託者又は

第三者に対して損害を及ぼしたときは、受託者がその損害額を負担する。ただし、そ

の損害が天災その他の不可抗力によるときは、その負担について委託者、受託者協議

のうえ定める。 

（８）新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための物品を用意し、マスク着用、検温、

アルコール消毒等を徹底する。 

 

１０ 委託料等 

 （１）委託料は、見積書（様式 5）①及び②の金額に開催回数及び利用者数を乗じた合計

金額で算定する。 

（２）受注者は、各月の業務実績が分かる資料及び請求書の提出を翌月 10 日までに発注

者へ行ない、発注者は請求書を受理した日から 30 日以内に受注者に支払うものとす

る。 

 （３）受託者は、利用者ごとに運動プログラム終了後、実績報告を提出するものとする。 

 

１１ その他 

    本仕様書に定めのない事項や本業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、速やかに

本市と協議を行い、指示を仰ぐこと。 

 

 

 

 

 

 

 

  



(別記) 

個人情報取扱特記事項 

(基本事項) 

第 1 この契約により、柏原市（以下「発注者」という。）から事務の委託を受けた者（以

下「受注者」という。）は、この契約による事務を処理するに当たり、個人情報を取り扱

う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないよ

う、適正に行わなければならない。 

(秘密の保持) 

第 2 受注者は、この契約による事務に関して知り得た個人情報を他に漏らしてはならな

い。 

2 受注者は、この契約による事務に従事する者に対し、在職中及び退職後においても、こ

の契約による事務に係る個人情報の内容を他に漏らしてはならないことその他個人情報

の保護に関して必要な事項を周知しなければならない。 

3 前 2項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

(収集の制限) 

第 3 受注者は、この契約による業務を行うために個人情報を収集するときは、その業務

の目的を明確にし、目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により

行わなければならない。 

(厳重な保管及び搬送) 

第 4 受注者は、この契約による事務に係る個人情報の漏えい、改ざん、滅失、き損その

他の事故を防止するため、電磁的記録の資料等の暗号化や個人情報が記録された資料等

の運搬中に資料等から離れないなど、個人情報の厳重な保管及び搬送に必要な措置を講

じなければならない。 

(再委託の禁止) 

第 5 受注者は、この契約による個人情報の処理を自ら行うものとし、第三者にその処理

を委託してはならない。 

(委託目的以外の利用等の禁止) 

第 6 受注者は、発注者の指示又は承諾があるときを除き、この契約による事務に係る個

人情報を当該事務の処理以外の目的に使用し、又は第三者に提供してはならない。 

(複写及び複製の禁止) 

第 7 受注者は、発注者の指示又は承諾があるときを除き、この契約による事務に係る個

人情報を複写し、又は複製してはならない。 

(作業場所の指定) 

第 8 受注者は、この契約による事務の処理については、発注者の庁舎内及び受注者の事

務所において行うものとする。ただし、その他の作業場所で事務を処理することにつき、

当該作業場所における適正管理の実施、その他安全確保の措置について、あらかじめ発

注者に届け出て、発注者の承諾を得た場合は、当該作業場所において事務を処理するこ

とができる。 

(事故発生時の報告義務) 

第 9 受注者は、この個人情報取扱特記事項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれが



あることを知ったときは、速やかに、発注者に報告し、その指示に従わなければならな

い。この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

(個人情報の返還) 

第 10 受注者は、この契約による業務を行うため発注者から提供を受け、又は受注者自ら

が収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、この契約の終了後直ちに

発注者に返還し、又は引き渡すものとする。ただし、発注者が別に指示したときはその

指示に従うものとする。 

(措置事項に違反した場合の契約解除及び損害賠償) 

第 11 発注者は、受注者がこの個人情報取扱特記事項の内容に違反していると認めたとき

は、契約の解除及び損害賠償の請求をすることができる。 

(調査) 

第 12 発注者は、受注者がこの契約による業務を行うに当たり、取り扱っている個人情報

の状況について、随時調査することができる。 

(その他) 

第 13 受注者は、前第 1 から第 12 に掲げるもののほか、個人情報の適正な管理のために

必要な措置を講じなければならない。 

 

 

 

 

 


